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Interview/ 消防隊員としての長年の経験を生かして

　

早
い
も
の
で
春
が
過
ぎ
去
り
、
も

う
す
ぐ
梅
雨
時
期
を
迎
え
ま
す
。
梅

雨
に
入
る
と
、
雨
量
が
増
加
し
、
時

に
は
線
状
降
水
帯
な
ど
の
発
生
に
よ

り
大
規
模
な
自
然
災
害
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
見
て
も
、
自
然

災
害
が
頻
発
・
激
甚
化
し
て
お
り
、

九
州
地
方
で
も
、
平
成
29
年
７
月
九

州
北
部
豪
雨
や
令
和
２
年
７
月
豪
雨

な
ど
、
大
規
模
な
被
害
を
及
ぼ
す
自

然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
自

然
災
害
の
影
響
を
受
け
、
大
雨
に
よ

る
土
砂
崩
れ
や
、
道
路
の
冠
水
な
ど

の
被
害
を
経
験
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

幸
い
、死
傷
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
こ
と
に
よ
る
安
心
感
か
ら
「
避

難
し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と

考
え
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
少
し
の
気
の
緩
み
が
、

災
害
か
ら
命
を
守
る
う
え
で
の
、
最

大
の
落
と
し
穴
に
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

自
然
災
害
に
対
し
、
日
ご
ろ
か
ら
避

難
準
備
な
ど
を
行
い
、
災
害
に
備
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

過
去
の
教
訓
を
生
か
し
、

　
災
害
対
応
力
の
向
上
を
図
る

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
行
政

を
は
じ
め
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊

な
ど
の
防
災
関
係
機
関
が
支
援
す

る
「
公
助
」
に
頼
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
災
害
は
各
地
で
同
時

多
発
的
に
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、

「
公
助
」
だ
け
で
は
被
害
に
あ
っ
た

方
が
た
く
さ
ん
い
る
場
合
に
は
、
救

助
・
援
助
す
る
側
の
人
手
が
到
底

足
り
な
い
状
況
が
発
生
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
防
災
の
根
源
と
な

る
の
は
「
自
助
」
で
す
。
日
ご
ろ
か

ら
緊
急
時
に
備
え
、
避
難
所
へ
の

携
行
品
や
避
難
経
路
の
確
認
な
ど

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
に
近
隣
で
共
に

助
け
合
う
「
共
助
」
を
行
い
、
そ
れ

で
も
対
応
で
き
な
い
時
に
、
消
防
や

行
政
機
関
か
ら
の
支
援
に
よ
る
「
公

助
」
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
う
ち
、

私
た
ち
自
身
に
で
き
る
の
は
「
自

助
」
と
「
共
助
」
で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
防
災
意
識
を
高
く

命
を
守
る「
自
助
」「
共
助
」

　「
公
助
」の
必
要
性

こちら町長室×災害に強いまちづくり

　

約
20
年
間
に
わ
た
り
町
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
先
頭
に
立
ち
、

相
次
ぐ
自
然
災
害
に
対
し
、
迅
速
な
判
断
と
的
確
な
指
示
で
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

て
き
た
永
原
譲
二
町
長
。
今
月
の
こ
ち
ら
町
長
室
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
防
災
政
策
と
、
今
後
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
連
携
意
識
に
基
づ
い
て
、
自
治

会
や
町
内
会
な
ど
、
地
域
住
民
が
自

主
的
に
連
携
し
て
防
災
活
動
を
行
う

組
織
の
こ
と
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
令
和
４
年
度

よ
り
「
共
助
」
を
重
点
に
地
区
の
協

働
体
制
確
立
の
た
め
、
自
主
防
災
組

織
の
設
立
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
自
主
防
災
組
織
は
、
令
和

６
年
５
月
１
日
現
在
、
町
内
に
あ
る

39
行
政
区
の
う
ち
、
20
行
政
区
で
設

立
に
至
り
ま
し
た
。こ
の
組
織
で
は
、

災
害
発
生
時
の
役
割
分
担
や
地
区
の

危
険
区
域
、
指
定
避
難
所
・
緊
急
避

難
場
所
、
各
災
害
ご
と
の
被
災
時
の

対
応
方
法
な
ど
を
ま
と
め
た
地
区
防

災
計
画
を
策
定
し
、
地
域
の
防
災
・

減
災
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
岡
県
が
自
主
防
災
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
を
目
的
に
行
っ
て
い
る

「
福
岡
県
防
災
士
養
成
研
修
・
試
験
」

の
受
験
費
用
を
助
成
す
る
な
ど
、
自

地
域
で
災
害
に
備
え
る

　
自
主
防
災
組
織
の
存
在

主
防
災
組
織
の
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

消
防
団
と
は
、「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基

づ
き
、
普
段
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

に
就
い
て
い
る
地
域
住
民
が
、
災
害

発
生
時
に
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員
と
し
て
消
防
防
災
活
動
を

行
う
組
織
の
こ
と
で
す
。

　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基

づ
い
て
、
各
自
治
体
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
熊
本
地
震
や
能
登
半
島

地
震
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
火
災

の
発
生
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
中
で
、
消
防
団
の
活
躍
が
一
層

目
を
引
き
、
地
域
防
災
力
の
重
要

性
を
再
認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
本
町
を
含
む
多
く

の
自
治
体
で
は
、
消
防
団
の
対
応

能
力
の
向
上
や
人
員
の
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
課
題
を
早
急
に
解
決
す
る
た
め
、

本
町
で
は
今
年
度
よ
り
新
た
に
、

資
機
材
を
各
分
団
に
配
備
す
る
と

と
も
に
、
実
践
的
な
資
機
材
の
取

扱
い
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
　

　
期
待
さ
れ
る
消
防
団
の
存
在

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
訓
練
で
身

に
つ
け
た
技
能
を
町
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
披
露
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

消
防
団
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
本
町
の
消
防
団
は
他
の

消
防
団
よ
り
一
歩
進
ん
で
い
る
と
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
本
町
消

防
団
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
及
び
新

規
団
員
の
加
入
促
進
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　防災マップには、町内の災害危
険箇所や避難所情報、災害発生
時の対応などを掲載しています。
　防災マップは作成時に、一度
全世帯に配布しています。まだ、
お持ちでない方は、総務企画財
政課窓口で配布しています。
問総務企画財政課 総務係
☎63・3000

大任町防災マップ

　消防隊員として救命に 41 年携わっ
てきましたが、これまでの災害現場
を通じて、人の死を身近に感じ、後
悔と悔しさを経験してきました。
　自然災害は広域で同時多発するこ
とが多く、限られた人数の「公助」
には限界があります。その時に生きる
のが日ごろからの備えである「自助」

経験から伝える「公助」の限界と「自助」「共助」の重要性
大任町総務企画財政課（防災士）安武 重幸さん

と、周りとの助け合いである「共助」
です。そのことを決して忘れないでく
ださい。しかし、救助者が要救助者
になることは絶対に避けなくてはいけ
ません。限界を知り、困難だと判断し
たときは自分の命を優先し、日々培っ
ている経験と技術のある消防や警察
などを頼ってください。3 2024. ６月号 2024. ６月号 2



町民の皆さまの誕生日を町として祝い、明るく健やかな人生を送っていただきたいという願いを込め
まして、町内にお住いの方を対象にお誕生日ケーキをお届けしております。

４月生まれの皆さまお誕生日おめでとうございます！！４月生まれの皆さまお誕生日おめでとうございます！！

４月は278名の方にケーキをお届けしました４月は278名の方にケーキをお届けしました

お誕生日ケーキを贈呈しますお誕生日ケーキを贈呈します
　令和６年１月からお誕生日を迎えた方にお誕生日ケーキを

お届けしています。まだ、申請をされていない方は、大任町ホー

ムページをご確認いただき、申請書をダウンロードいただくか、

役場２階総務企画財政課窓口でも申請書を準備しています。

※アレルギー等でケーキを食べられない方はご相談ください

問総務企画財政課 企画財政係　☎63・3000

5 2024. ６月号 2024. ６月号 4



　特別対策班に併任辞令を交付

　

令
和
６
年
度
自
衛
官
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
募
集
項
目　

自
衛
官
候
補
生

○
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

■
と
き　

７
月
15
日
㈪
～
17
日
㈬

（
内
１
日
）

○
口
述
試
験
・
身
体
検
査

■
と
き　

７
月
21
日
㈰
～
23
日
㈫

（
内
１
日
）

■
申
込
期
限　
７
月
８
日
㈪
ま
で

■
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
か
ら
32
歳
ま
で
の
者

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地

域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

　５月８日、飯塚・直方県税事務所の特別対策班の
職員が大任町に派遣され、大任町の職員に併任す
るための辞令交付式が行われました。
　これにより、県の特別対策班も任期である令和７
年２月28日まで町税の徴収事務に従事することが
できます。今後も特別対策班と協力し、町税の滞
納整理に取り組み、より一層の税収確保に力を尽く
していきます。　  問税務課 税務係　☎63・3002

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室
☎63・4832

ふるさと館おおとう・サボテンハウス
☎41・2055

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506
島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828
サテライトオフィス ☎63・3000

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
https://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育・社会教育）
☎63・3110

B&G海洋センター      ☎63・3110

　

高
齢
者
の
再
就

職
支
援
を
後
押
し

す
る
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。
企
業
・
事
業
所
の
担
当
者

か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
合
同
説
明
会
に
参
加
さ
れ
る
方

は
、
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ

ン
タ
ー
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録

は
当
日
会
場
に
て
で
き
ま
す
。

■
と
き　

６
月
25
日
㈫　
13
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
方

■
申
込
方
法　

福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ

レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
飯
塚
オ
フ
ィ
ス
に
電

話
に
て
申
し
込
み

■
申
込
期
間　
６
月
３
日
㈪
～
６
月
24
日
㈪

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

問
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン

タ
ー 

飯
塚
オ
フ
ィ
ス

☎
０
９
４
８
・
21
・
６
０
３
２

高
齢
者
の
た
め
の
ミ
ニ
し
ご
と

合
同
説
明
会

６

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

国
保
年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
の

申
請
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加

入
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
令
和
６

年
度
の
保
険
料
は
、
月
額
１
万
６
，
９

８
０
円
で
す
。
し
か
し
、
収
入
の
減
少

や
失
業
な
ど
の
理
由
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
、
本
人
か
ら
の
申
請
が

あ
れ
ば
保
険
料
が「
免
除
」も
し
く
は

「
猶
予
」さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
納
付
猶
予
に
な
っ
た
期

間
は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
は
、

納
付
猶
予
に
な
っ
た
保
険
料
を
後
か
ら

納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
で
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
で
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例

制
度
」を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
申
請
期
間

　
令
和
６
年
度
の
免
除
の
受
付
は
、
７
月

1
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
令
和
６
年
７
月
分

か
ら
令
和
７
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対

象
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

※
免
除
申
請
は
、
福
祉
課
国
保
年
金
係
へ

◎
保
険
料
が
未
納
の
場
合

　

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
場
合
、
将

来
の
年
金
が
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受

け
て
も
、
残
り
の
保
険
料
を
納
付
し
な

い
と
、
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

※
未
納
分
の
申
込
は
、
直
方
年
金
事
務
所
へ

令和６年度保険料（月額）

全額免除の場合 ０円

４分の３免除の場合 4,250円

半額免除の場合 8,490円

４分の１免除の場合 12,740円

▲左から古家 務 収税第一課長、緒方 覚 班長、
小浦 貞裕 班員、池田 淳 班員、谷山 智子 班員
※鈴木 知津子 税務主幹は公務のため当日欠席

◎
全
額
免
除
・一
部
免
除
制
度

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

保
険
料
が
全
額
も
し
く
は
一
部
免
除
と

な
り
ま
す
。
一
部
免
除
の
場
合
は
、
減

額
さ
れ
た
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い

と
未
納
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

納
め
て
く
だ
さ
い
。

上
今
任
地
区

子
ど
も
神
輿

東
白
土
地
区

上
今
任
地
区

柿
原
地
区

成
光
地
区

峰
地
区

峰
地
区

子
ど
も
神
輿

灰
ノ
木・西
白
土・

安
高
地
区

富
士
見
ヶ
丘
地
区

玉
川
地
区

　桜の花びらがすっかりと散り、田植えの準備が本格的に始まり出
すころ、町内の各地区で次々と幟

のぼりばた

旗が立てられました。五月晴れの
空の下、勇壮と風になびく幟旗は神幸祭の季節がやってきたこと
を感じさせてくれます。
　神幸祭は、無病息災、五穀豊穣、家内安全などを祈願した祭り
です。大任町では、今年も４月下旬から５月上旬にかけて町内8カ
所で行われ、各地区で太鼓や鐘の音を響かせながら、神

み

輿
こ し

や山笠
がそれぞれの地区を練り歩きました。
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　役場福祉課国保年金係からのお知らせ
　６月27日木、国民健康保険のシステム作業に伴い、午後から役場窓口での保
険証、限度額認定証、医療証などの発行ができなくなります。保険税の納付に関
することのみ窓口、電話対応が可能です。
　国民健康保険への加入、喪失または保険証などのご相談が
ある場合は、６月27日木の午後以外の日にご来庁ください。
皆さまのご理解とご協力をお願いします。
■システム作業日　６月27日木　13時～ 17時15分まで
問福祉課 国保年金係　☎63・3004

　

地
域
交
流
講
演
会
は
、
障
が
い
の
あ

る
方
に
対
し
て
、
地
域
に
お
け
る
理
解

や
支
援
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講

演
会
を
通
じ
て
、
心
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

７
月
20
日
㈯　
14
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

田
川
市
民
会
館
講
堂

■
講
師　
吉
村 

春
生 

氏（
西
九
州
大
学
）

■
演
題　
「
心
が
か
ぜ
を
ひ
く
と
き
～
安

心
感
と
自
立
～
」

問
福
岡
県
田
川
保
健
福
祉
事
務
所 

健

康
増
進
課 

精
神
保
健
係

☎
42
・
９
３
０
７

人
に
優
し
い
町
・
田
川
を
つ
く
る
会

地
域
交
流
講
演
会

農
作
業
の
モ
ラ
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
機
具
に
付
い

た
土
は
、
農
地
の
中
で
落
と
し
て
か
ら

移
動
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
駆
除
し
た
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

は
農
道
な
ど
に
捨
て
な
い
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
大
任
町
農
業
委
員
会　

☎
63
・
３
１
１
０

■
と
き　

６
月
22
日
㈯　
10
時
～
13
時

■
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

■
申
込
方
法　

福
岡
県
司
法
書
士
会
筑

豊
支
部
に
電
話
に
て
申
し
込
み

※
定
員
の
６
組
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
期
間　

６
月
３
日
㈪
～
22
日
㈯

（
土
日
を
除
く
）　
10
時
～
16
時

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
支
部

☎
44
・
２
５
３
０

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

　

相
続
や
会
社
設
立
、
借
金
、
悪
質
商

法
な
ど
の
問
題
、
成
年
後
見
な
ど
身
近

な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
司
法
書

士
が
会
場
に
設
置
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ

ム
を
介
し
て
遠
隔
で
、
無
料
法
律
相
談

に
応
じ
ま
す
。

Information

福岡県介護支援専門員
実務研修受講試験

　公益社団法人福岡県介護支援専門員協会
では、令和６年度福岡県介護支援専門員実
務研修受講試験を次のとおり開催します。
■とき　10月13日日
■ところ　①福岡大学（福岡市）
　　　　  ②九州国際大学（北九州市）
■受験申込書の配布時期　
　６月５日水～７月５日金
■受験申込書の配布場所
　県内の各保健福祉（環境）事務所、県
庁高齢者地域包括ケア推進課（２階）、北
九州市の各区役所及び出張所、福岡市の
各区保健福祉センター及び区出張所、各
市町村介護保険担当課、福岡市情報プラ
ザ（福岡市役所１階）、文化観光情報ひろ
ば（アクロス福岡２階）、公益社団法人福
岡県介護支援専門員協会
※一人につき一冊としてください
■受験申込期間　
　６月６日木～７月５日金　消印有効
※受験申込要領は、６月上旬を目途に公益
社団法人福岡県介護支援専門員協会ホーム
ページに掲載します。
※受験申込書を郵送により入手を希望され
る方は、下記の問合せ先にてご案内いたし
ます
問公益社団法人福岡県介護支援専門員協会
　☎０９２・４３１・４５９０

　大任小学校・今任小学校・大任中学校の３校は、新たに小中一貫教育の義務
教育学校として生まれ変わり、令和８年４月に開校する予定です。
　そこで、この義務教育学校にふさわしく、親しみのある学校名を募集します。
※令和６年４月 26 日（金）を募集期間終了日としておりましたが、より多くの皆
さまのご意見を募るため、応募資格に「町内小中学校の教職員」を追加し、また、
学校名に使用する漢字に常用漢字に準じて扱う人名用漢字を追加しまして、以下
のとおり募集期間を延長いたします。

大任町立義務教育学校大任町立義務教育学校のの
学校名学校名をを募集募集しますします

　募集期間　令和６年４月１日（月）～令和６年 8月 30日（金）

　応募資格　大任町に住所を有する方または、大任町内小・中学校の在学生
　　　　　　　 及び教職員

　応募内容　新しい学校の名称

　応募方法　次のいずれかの方法で応募してください

　①必要事項を記入の上、大任町役場１階ロビーに設置している応募箱
　　に投函してください。
　　※応募用紙は町ホームページからダウンロードできるほか、投函場
　　　所にも用意しています。
　②郵送、FAXまたは電子メールで下記まで送付（送信）してください。
　　〒８２４ー０５１２
　　住所　：田川郡大任町大字大行事３０６７番地
　　宛先　：大任町教育委員会 教育課 学校教育係
　　電話　：０９４７ー６３－３１１０　
　　FAX　：０９４７ー６３－３８１３
　　メール：oto.gimukyouikugakkou@gmail.com

　おおとう未来広場は、町内の小学校に通
う児童を対象とし、放課後に多様な活動を
体験させ、放課後の安全・安心な居場所を
確保することを目的としています。
　そこで、児童たちに体験活動を教えてく
れる町内在住の方を募集します。児童たち
に教えてあげたい体験がある方、あらゆる
体験活動に取り組んでいる方を知っている
方など、何か情報をもっている方は、ぜひ、
教育課社会教育係まで
ご連絡ください。
問教育課 社会教育係　
　☎ 63・3110

おおとう未来広場
地域人材募集

　

医
師
の
長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康
へ

の
影
響
を
防
ぎ
、
将
来
に
わ
た
り
安
全

で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、

今
年
４
月
か
ら
医
師
の
時
間
外
労
働
時

間
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

医
療
資
源
で
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す

る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
４
つ
の
お
願
い　

病
院
へ
の
受
診
は
日
中
の
診
療
時
間

内
に
お
願
い
し
ま
す

①
気
軽
に
相
談
で
き
る「
か
か
り
つ
け

医
」を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

②
病
院
へ
の
受
診
は
日
中
の
診
療
時
間

内
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

③「
今
す
ぐ
救
急
車
を
呼
ぶ
か
」「
今
す

ぐ
医
療
機
関
に
行
っ
た
方
が
良
い
か
」な

ど
、
迷
っ
た
と
き
は「
救
急
医
療
電
話
相

談（
＃
７
１
１
９
）」を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
休
日
・
夜
間
の
子
ど
も
の
急
な
病
気

や
ケ
ガ
は
「
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
子
ど
も
の
発
熱
や
嘔
吐
な
ど
、
主
な

症
状
別
の
対
処
方
法
、
家
庭
で
の
対
応

な
ど
を
ま
と
め
た
「
小
児
救
急
医
療
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

問
福
岡
県
医
師
会

☎
０
９
２・４
３
１・４
５
６
４
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✂ 

切
り
取
り
線

問教育課 学校教育係 ☎ 63・３１１０

ハロー !!ハロー !!
セルフケアファクトリーセルフケアファクトリー

呼吸を整え心もカラダもリラックス！

　豊かな人生を送るためには、健全な身体及び心の状態維持が不可欠です。
　「ハロー‼セルフケアファクトリー」では、指先から身体全体をほぐすストレッチや骨盤を始
めとする身体の各所及び全体の歪みを解消する体操に加え、姿勢改善を目的とした心も身体も
リラックスできる深くゆっくりとした呼吸を身に付けるためのサポートをします。

からだの不調や悩みを解決しませんか？

参加希望の方は住民課衛生係窓口（☎63-3003）にて、お申し込みください参加希望の方は住民課衛生係窓口（☎63-3003）にて、お申し込みください

参加費
無料

下記の要件を満たす方は、ぜひ、ご参加ください

大任町に住民票がある 64 歳までの方（定員 20 名）
※参加状況により 65 歳以上の方でも参加可能となる場合があります対 象

大任町役場１階住民集会室または多目的ホール
※参加人数によって変更となる場合があります

場 所

日 時

原則、毎月第４土曜日　19 時 30 分～ 21 時まで
第１回
6/22
（土）

第２回
7/27
（土）

第３回
8/24
（土）

第４回
9/28
（土）

第５回
10/26
（土）

第６回
11/30
（土）

第７回
12/28
（土）

第８回
1/25
（土）

第９回
2/22
（土）

第 10 回
3/22
（土）

※場所の使用状況などにより、第４土曜日に実施できない月があります

11 2024. ６月号 2024. ６月号 10



の日が休室日です。

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ
※そのほか、多数入庫しています

※リクエストも受け付けています

【 社協だより 】問大任町社会福祉協議会　☎ 63・4828

◎赤い羽根共同募金とは
　赤い羽根共同募金は、戦後間もない昭和 22 年に国民が主体の民間運動
として始まりました。当初、戦後復興の一助として被災した福祉施設を中心
に支援が行われ、その後、法律（現在の「社会福祉法」）に基づき、地域福
祉の推進のために活用されてきました。
　同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、さ
まざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を応援する「じぶんの町
を良くするしくみ」として、取り組まれています。

赤い羽根共同募金を活用して車いすを贈呈しました

一般書
●商い同心
●きこえる
●楽しくなる着付け 100 のコツ
児童書
●恐竜タッグ最強王図鑑
●なにまってるの？
●ひげおじさん

CD
●俺の Request
●こどものうたフェス～ ベスト・ヒット 50 ～
●PURE SWEET2 ～ココロ元気！映画・TV 音楽名曲集～
ＤＶＤ
●たってすわってぷしゅぷしゅにようかい？
●コンパートメント NO.6
●キングダムⅡ 遥かなる大地へ

梶 よう子　著
道尾 秀介　著

すなお　著

實吉 達郎　監
accototo ふくだとしお＋あきこ　著

高橋 潤子　文

JUJU

テレビ東京　著
ユホ・クオスマネン　監

佐藤 信介　監

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０

●物件事故   11 件 （42 件）
●人身事故   ３ 件 （ ７件）
●死亡者数   ０ 件 （０件）
●負傷者数   ５ 件 （10 件）

（　）内は令和６年の累計

交通事故発生状況（４月中）

交 通交 通

 ６月行事予定表 水無月
日 月 火 水 木 金 土

場 所場 所 １
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

１歳６カ月児・
３歳児健診
(対象者個別通知)

【レインボーホール
13時00分〜14時30分】

心配ごと相談
(人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

９ 10 11 12 13 14 15
子育て相談

【集会室 ９時30分〜
16時30分】
※要予約

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【レインボーホール
13時00分〜 14時30
分】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

16 17 18 19 20 21 22
ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

住民健診
(予約者のみ)

【大任町役場 8時30
分〜 11時30分】

23 24 25 26 27 28 29
住民健診
(予約者のみ)

【大任町役場 8時30
分〜 11時30分】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)
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田川警察署からのお知らせ

【SNS 上のうまい話に注意！】
　「友人・知人の紹介」「インターネット広告」「SNS で知り合った人」から『簡
単に稼げる話がある』『借金しても元が取れる』などと誘われていませんか？

《被害にあわないために・・・》
〇簡単にもうかる話はありません！
〇もうかる仕組みはわかっていますか？契約内容は理解できていますか？
〇知り合いに勧誘されても、不安であればきっぱり断りましょう
〇借金してまで契約しない
〇クレジットカードの高額決済や高額ローンの契約をせまられても「契約し
ない」ときっぱり断りましょう

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29
30

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

６月の休室日

７月１日月
町県民税

第１期納期限

◎町内の医療機関に車いすを贈呈
　赤い羽根共同募金を活用して車いす２台を購入し、町内の永川外科医
院と富士見ヶ丘内科循環器科医院に贈呈しました。
　今後も「じぶんの町を良くするしくみ」赤い羽根共同募金にご協力を
お願いします。

▲５月10 日、富士見ヶ丘内科循環器科医院
に車いすの贈呈を行いました
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　令和８年４月の大任町立義務教育学校の設立に向け
て、現在準備を進めています。令和６年度は、小学校
連携として大任小・今任小の２校において、ふるさと教
育の一環として社会科見学や校外体験活動を共通内容
で実施する予定です。
　また、７月に２校共同での自然教室（玄海少年自然
の家・１泊２日）を行い、子どもたちは共通の体験や活
動を通じて交流を深める予定です。
　さらに、校内においては年間指導計画を２校そろえ、
教員同士がオンラインなどで打ち合わせをしながら教
育内容の充実を図っています。
　今後も、探究的な学習や体験活動などを通じて、２
校の子どもたちが一つになって仲良く学び合う協働的
な学びをさらに広げていきます。

問教育課 学校教育係  ☎63・3110

大任町立義務教育学校の設立に向け、
両小学校の連携強化を図る

教 育 信通 教 会員育 委

　７月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募集
します。次回の締め切りは６月12日水です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

　

クローズ・アップ

− 手芸（押絵・木目込）−

100歳を迎えても元気に手芸を
西藤 タミ子さん（皿山）

　「鯉のぼりや雛祭りなど、昔からある四季の年中行事の
ものを中心に作りながら100歳を迎えられたら幸せです
ね。今は、来年の干支（へび）を作るのが目標です。」と
笑顔で話してくれたのは西藤タミ子さん。99歳となった
今も押絵を中心に作品を作り続け、今年の10月には100
歳を迎えます。
　数十年前に町が主催している木目込教室に通ったこと
をきっかけに手芸に興味をもった西藤さんは、その後も
手芸材料を買うために訪れた手芸用品店で販売員の方に
技術を教わるなどして、作品を作ってきました。西藤さん
の作品の特徴は、全て手作業で一つひとつ丁寧に作られ
ていることです。「手作業なので多くの作品や同じものは
作れないけれど、配色などを考え、世界にたった一つの
作品を作ることを心がけています。作品が完成して誰か
にプレゼントしたときに、喜んでもらえることが一番嬉し
いですし、手芸を続ける楽しみの一つでもあります」。そ
ういって自身の作品へのこだわりや手芸の魅力を伝えてく
れた西藤さんの作品は100点以上にも及びます。
　西藤さんの趣味は手芸だけではありません。「土を耕す
作業などはもうできないけれど、今も水やりや草抜きは
続けています。畑の成長を見るのが毎日の楽しみなんで
すよ。」と話すとおり、近くにはきれいに管理された畑が
あり、ミニトマトやオクラ、きゅうりなどの野菜が元気に
育っています。
　最後に西藤さんは「正直、この年齢まで生きるとは思
わなかった。家族や周囲の方に助けてもらってここまでこ
られたと思っています。今後も、少しでも長く手芸を続け
ることができれば嬉しいですね。」と話してくれました。

▼自宅には押絵や木目込の技法で作った作品を多数飾っています
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（令和６年４月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,549 人  （－７）   756 人 （+ ２） 2,305 人  （－５）

女 1,574 人  （－５） 1,158 人 （+ ４） 2,732 人  （－１）

計 3,123 人 （－ 12） 1,914 人 （+ ６） 5,037 人  （－６）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,631 世帯（－３） 

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

●田川市石炭・歴史博物館デジタルミュージアム
■ところ　田川市石炭・歴史博物館（田川市伊田）
■開館時間　９時30分～ 17時30分（入館17時）
■観覧料　一般400円、高校生100円、小中学生50円
※20人以上の場合は団体料金の適用があります。また、

土曜日は高校生以下無料、65歳以上、福岡県立大学生は

280円になります

■内容　「田川市石炭・歴史博物館」では、展示資料
を３Dで見たり、炭坑の様子をVRで体験できたりす
るデジタルミュージアムを開設しました。
　館内に新たに設置されたVRシアターでは、４台の
プロジェクターで動画を投影し、採炭など炭坑の一連
の作業の様子をリアルに体験することができます。
　また、特設サイトでは、博物館の展示室や石炭記念
公園が再現され、煙突の内部や蒸気機関車の運転席
など、普段立ち入ることのできない部分を映像で楽し
むことができます。（特設サイト https://www.joho.
tagawa.fukuoka.jp/digital-museum/）
問田川市石炭・歴史博物館　☎44・5745

問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

まちの話題
▼修繕助成決定書を手にB＆G財団常務理事の岩井正人氏と記念撮影
  （左から、藤本秀一教育課長、永原譲二町長、岩井正人常務理事、桑野敏朗教育長）

　５月 16 日、公益財団法人 B ＆ G 財団から大任町 B ＆ G 海洋センター（体
育館）の改修費用の一部に充てるための修繕助成金の交付が決定したことに
伴い、助成決定書授与式が大任町役場で行われました。
　授与式では、B ＆ G 財団常務理事の岩井正人氏より永原譲二町長へ助成
決定書が手渡されました。決定書を受け取った永原町長は「町の健康増進と
青少年育成のためにしっかりと役立てていきたい」と述べました。
　今回予定している改修は、屋根の全面改修、外壁塗装工事のほか、空調機
の更新などで、安全性と快適性を高めることにより、地域住民の健康・コミュ
ニティづくりの拠点として、さらなる利用者の拡大を図っていきます。

大任町B＆G海洋センターの改修に2,620万円の助成
　　大任町B＆G海洋センター修繕助成決定書授与式

▲過去に実施した自然教室の様子

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
４
月
下
旬
か
ら
５

月
上
旬
に
か
け
て
町
内
の
各
地
区
で
行

わ
れ
た
神
幸
祭
の
様
子
で
す
。
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